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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第33期
第１四半期
累計(会計)期間

第34期
第１四半期
累計(会計)期間

第33期

会計期間

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　７月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成21年
　　６月30日

売上高 (百万円) 6,272 5,928 25,141

経常利益 (百万円) 438 368 2,423

四半期(当期)純利益 (百万円) 230 192 1,072

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 2,390 2,390 2,390

発行済株式総数 (株) 143,870 143,870 143,870

純資産額 (百万円) 12,442 13,242 13,165

総資産額 (百万円) 16,083 17,444 17,415

１株当たり純資産額 (円) 86,487.2992,044.7091,507.45

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 1,600.111,341.307,452.43

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 1,600

自己資本比率 (％) 77.4 75.9 75.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △79 305 1,573

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △838 △1,409 △242

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △177 △203 △1,329

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,879 1,669 2,976

従業員数 (名) 560 546 533

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社　三光マーケティングフーズ(E03404)

四半期報告書

 2/22



２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 546(4,555)

(注) 従業員は就業人員であり、臨時雇用者数は当第１四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しておりま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

　

(1) 原材料仕入実績

当第１四半期会計期間における原材料仕入実績を業態別に示すと、次のとおりであります。

（単位：百万円）

業態別
当第１四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）

前年同四半期比(%)

東方見聞録 461 75.3

月の雫 413 72.1

黄金の蔵 403 166.2

その他 185 89.8

合計 1,464 89.5

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績を業態別に示すと、次のとおりであります。

（単位：百万円）

業態別
当第１四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）

前年同四半期比(%)

東方見聞録 1,906 79.1

月の雫 1,714 75.4

黄金の蔵 1,593 162.5

その他 714 117.4

合計 5,928 94.5

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 収容能力及び収容実績

収容能力及び収容実績を業態別に示すと、次のとおりであります。

業態別

前第１四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

当第１四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）

客席数
(千席)

構成比
(％)

来店客数
(千人)

構成比
(％)

客席数
（千席）

構成比
（％）

来店客数
（千人）

構成比　
（％）

東方見聞録 951 40.9 819 37.9 834 34.2 708 30.5

月の雫 869 37.4 745 34.5 764 31.3 628 27.0

黄金の蔵 340 14.6 357 16.5 583 23.9 687 29.6

その他 164 7.1 239 11.1 260 10.6 298 12.9

　　　　　合 計 2,324100.02,160100.02,442100.02,323100.0

(注)　客席数は、各月末現在の各店舗客席数×営業日数として算出しております。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有

価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日（平成21年11月13日）現在において、当社が判

断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）におけるわが国の経済は、輸

出や生産が一部持ち直してはいるものの、失業率の上昇、所得の減少等により個人消費は低迷し、依然厳

しい状況が続いております。

　外食業界におきましても、所得に不安を感じる消費者の生活防衛意識の高まりにより低価格志向が強

まった結果、外食産業間はもちろん、スーパー・コンビニ等の中食産業との競争も激化しております。

　このような状況の中、当社は、現在の厳しい経済環境、また急激な市況の変化を絶好のチャンスと捉え、

他企業の撤退店舗物件の確保、流出している優秀な人財の受け入れに積極的に取り組むとともに、市場

ニーズを的確に捉え、お客様の要望に応える付加価値の高い低価格業態を攻めの姿勢で迅速に展開いた

しております。

　当第１四半期におきましては、居酒屋業態での低価格ブランドの早期浸透を図るため、首都圏を中心と

した既存店舗を低価格均一居酒屋に積極的に業態転換してまいりました。この積極的な策により、転換し

た当業態は、７月に６店舗、８月に10店舗、９月に12店舗、累計28店舗となり、概ね計画通りの売上高を達

成しております。また、新規出店に関しましても、「全品270円居酒屋金の蔵Jr.」の出店を中心として、６

店舗となりました。一方、中長期視点からの収益力強化を目的として、１店舗を閉店し譲渡いたしました。

　これにより、当第１四半期末日における総店舗数は、直営店134店舗、フランチャイズ店８店舗となりま

した。

　これらの結果、当第１四半期会計期間の業績は、売上高は前年同四半期比5.5%減少し59億28百万円、営業

利益は前年同四半期比で1.1%増加し４億30百万円、経常利益は前年同四半期比で16.0%減少し３億68百万

円、四半期純利益は前年同四半期16.2%減少し１億92百万円とそれぞれなりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末の総資産は、174億44百万円と前事業年度末比28百万円の増加となりまし

た。流動資産は前事業年度末比14億41百万円減少し26億30百万円、固定資産は14億70百万円増加し148

億13百万円、流動負債は１億91百万円減少し26億93百万円、固定負債は１億42百万円増加し15億８百万

円、純資産は77百万円増加し132億42百万円となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比

べて13億７百万円減少し、16億69百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況につきましては次

の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、３億５百万円（前年同四半期は79百万円の支出）となりました。

これは、主に税引前四半期純利益を３億56百万円計上したことによるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は、14億９百万円（前年同四半期期比５億70百万増加）となりまし

た。これは、主に差入保証金の回収による収入20億55百万円が計上されたものの、新規店舗の開設等

に伴う有形固定資産の取得による支出31億13百万円、差入保証金の差入による支出３億58百万円が

あったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、２億３百万円（前年同四半期比27百万円増加）となりました。こ

れは、配当金の支払額１億15百万円及びリース債務の返済による支出79百万円があったことによる

ものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間における、設備の主な増加は以下のとおりであります。

事業所名 所在地
設備の

内容

帳簿価額(百万円)
従業員数

(人)
完了年月

建物
工具、器具

及び備品

土地

(面積㎡)
リース資産 合計

立ち呑み電撃酒場

新宿通り店
東京都 店舗設備 6 3 ― ― 10 5( 1)平成21年７月

全品299円居酒屋

金の蔵Jr.横浜相鉄口店
神奈川県 店舗設備 21 6 ― ― 28 4(45)平成21年７月

全品270円居酒屋

金の蔵Jr.　浜松町店
東京都 店舗設備 7 4 ― ― 11 3(16)平成21年８月

魚河岸酒場

吉今 横浜西口店
神奈川県 店舗設備 35 8 ― 5 49 3(36)平成21年９月

全品270円居酒屋

金の蔵Jr.　飯田橋店
東京都 店舗設備 32 7 ― ― 39 3(44)平成21年９月

全品270円居酒屋

金の蔵Jr.目黒駅前店
東京都 店舗設備 21 5 ― ― 26 3(28)平成21年９月

新宿日殖ビル 東京都 店舗設備 31 ―
941

(109.21)
― 973 ― 平成21年９月

リース契約終了物件

52店舗
― 店舗設備 1,875 68 ― ― 1,943 ― 平成21年７月

 (注)１　金額は帳簿価額であり、建設仮勘定は含まれておりません。なお、金額には消費税等を含めておりません。

２　建物は賃借物件に係る内装設備であります。

３　従業員数の(　)は、臨時雇用者数を外書きしております。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設等について完了し

たものは、「(１)主要な設備の状況」に記載のとおりであります。なお、重要な設備の新設等の計画に変

更はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 430,720

計 430,720

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 143,870 143,870
東京証券取引所市場

第二部
（注）１

計 143,870 143,870 ― ―

(注) １　権利内容に何ら限定のない当社の標準となる株式であり、単元株制度は採用しておりません。

２　「提出日現在発行数」欄には、平成21年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使

により発行された株式数は含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20および第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成15年９月25日定時株主総会決議

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年９月30日)

新株予約権の数(個) 54

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 108

新株予約権の行使時の払込金額(円) 11,706,876

新株予約権の行使期間 平成17年10月１日から平成21年９月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

１株当たり発行価格 108,397

１株当たり資本組入額 54,199
　

新株予約権の行使の条件 (注)３、４

新株予約権の譲渡に関する事項
本新株予約権の譲渡については、
当社取締役会の承認を要する。(注)４

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

―
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(注) １　当社普通株式につき株式の分割又は併合が行われる場合には、各新株予約権の目的たる株式の数は、次の算式

により調整を行うこととします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

また、当社が合併する場合、会社分割を行う場合、資本減少を行う場合、その他これらの場合に準じて各新株予

約権の目的たる株式の数を調整する必要が生じた場合にも、必要かつ合理的な範囲で、各新株予約権の目的た

る株式の数は適切に調整されるものとします。なお、調整の結果生じる１株未満の端数は切り捨てることとし

ます。

２　新株予約権の発行日以降、次の(i)または(ii)の事由が生ずる場合、行使価額は、それぞれ次に定める算式(以下

「行使価額調整式」という。)により、調整されるものとし、調整により生じる１円未満の端数はこれを切り上

げることとします。

(i) 当社普通株式の分割または併合が行われる場合。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

(ii) 当社が時価を下回る価額で当社普通株式につき、新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の

算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げることとします。

ただし、新株予約権の行使並びに「商法等の一部を改正する法律」(平成13年法律第128号)の施行前の

商法に基づく商法第280条ノ19に規定する新株引受権の行使による場合は、行使価額の調整は行わない

こととします。

　 　 　 　
既発行株式数 ＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後発行価額 ＝ 調整前発行価額 ×
時価

既発行株式数＋新規発行株式数

上記の他、当社が合併する場合、会社分割を行う場合、資本減少を行う場合、その他これらの場合に準じ

て行使価額を調整する必要が生じた場合にも、必要かつ合理的な範囲で、行使価額は、適切に調整される

ものとします。

３　各新株予約権の一部は行使できないこととします。

４　新株予約権の行使条件及び譲渡に関する事項については、当社と対象取締役及び従業員との間で締結した「新

株予約権割当契約書」に定めております。

５　新株予約権の行使時の払込金額は、総額を記載しております。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年７月１日～
平成21年９月30日

― 143,870 ― 2,390 ― 2,438

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日である平成21年６月30日の株主名簿により記載してお

ります。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　143,870 143,870 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 143,870 ― ―

総株主の議決権 ― 143,870 ―

(注)　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が58株（議決権の数58個）が含

まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
７月 ８月 ９月

最高(円) 74,50093,00093,500

最低(円) 68,90072,20084,200

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期累計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸

表規則に基づき、当第１四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第１四半

期累計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間（平成20年７月１日

から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸表並びに当第１四半期会計期間（平成21年７月１日から

平成21年９月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）に係

る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64条）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から

みて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程

度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 2.6％

売上高基準 0.5％

利益基準 △4.4％

利益剰余金基準 △2.1％
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,669 2,976

受取手形及び売掛金 218 244

原材料 51 49

前払費用 379 390

繰延税金資産 208 208

未収入金 5 112

その他 97 89

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 2,630 4,072

固定資産

有形固定資産

建物 2,925 862

減価償却累計額 △385 △265

建物（純額） 2,539 597

構築物 0 0

減価償却累計額 △0 △0

構築物（純額） － －

工具、器具及び備品 403 276

減価償却累計額 △176 △147

工具、器具及び備品（純額） 227 129

土地 998 57

リース資産 1,980 1,672

減価償却累計額 △135 △78

リース資産（純額） 1,845 1,594

建設仮勘定 52 131

有形固定資産合計 5,663 2,510

無形固定資産 41 47

投資その他の資産

投資有価証券 1,246 1,303

関係会社株式 303 303

差入保証金 6,369 7,993

長期預金 420 420

繰延税金資産 493 492

その他 282 280

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 9,108 10,786

固定資産合計 14,813 13,343

資産合計 17,444 17,415
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(単位：百万円)

当第１四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 531 508

1年内返済予定の長期借入金 33 33

リース債務 339 259

未払金 209 276

未払費用 733 737

未払法人税等 187 419

未払消費税等 95 87

前受収益 220 239

役員賞与引当金 18 72

設備関係未払金 198 164

その他 126 85

流動負債合計 2,693 2,884

固定負債

長期借入金 13 22

長期未払金 1 2

リース債務 572 422

退職給付引当金 181 181

役員退職慰労引当金 468 462

長期預り保証金 184 184

その他 86 89

固定負債合計 1,508 1,365

負債合計 4,201 4,250

純資産の部

株主資本

資本金 2,390 2,390

資本剰余金 2,438 2,438

利益剰余金 8,413 8,335

株主資本合計 13,242 13,165

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △0 0

評価・換算差額等合計 △0 0

純資産合計 13,242 13,165

負債純資産合計 17,444 17,415
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 6,272 5,928

売上原価 1,599 1,462

売上総利益 4,672 4,465

販売費及び一般管理費 ※
 4,246

※
 4,035

営業利益 426 430

営業外収益

受取利息 20 0

固定資産売却益 － 2

雑収入 5 1

営業外収益合計 25 5

営業外費用

支払利息 0 10

投資有価証券評価損 － 56

貸倒引当金繰入額 － 0

雑損失 12 0

営業外費用合計 12 67

経常利益 438 368

特別利益

貸倒引当金戻入額 2 －

特別利益合計 2 －

特別損失

店舗閉鎖損失 9 0

賃貸借契約解約損 － 11

特別損失合計 9 11

税引前四半期純利益 431 356

法人税等 201 163

四半期純利益 230 192
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 431 356

減価償却費 70 234

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7 0

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6 6

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 0

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △60 △54

受取利息及び受取配当金 △20 △0

投資有価証券評価損益（△は益） △1 56

有形固定資産売却損益（△は益） － △2

支払利息 0 10

店舗閉鎖損失 9 0

売上債権の増減額（△は増加） 29 26

たな卸資産の増減額（△は増加） △0 △1

仕入債務の増減額（△は減少） △20 22

その他の流動資産の増減額（△は増加） △197 100

その他の流動負債の増減額（△は減少） 97 △61

その他の固定負債の増減額（△は減少） △11 －

小計 340 693

利息及び配当金の受取額 28 0

利息の支払額 △0 △10

法人税等の支払額 △447 △378

営業活動によるキャッシュ・フロー △79 305

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △206 △3,113

有形固定資産の売却による収入 － 2

差入保証金の差入による支出 △449 △358

差入保証金の回収による収入 45 2,055

子会社株式の取得による支出 △220 －

その他 △7 4

投資活動によるキャッシュ・フロー △838 △1,409

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △33 △8

リース債務の返済による支出 － △79

配当金の支払額 △144 △115

財務活動によるキャッシュ・フロー △177 △203

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,096 △1,307

現金及び現金同等物の期首残高 2,975 2,976

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,879

※
 1,669
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第１四半期会計期間

(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実

行税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実行税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
　

　

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

当第１四半期会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

(四半期損益計算書関係)

　
前第１四半期累計期間
(自　平成20年７月１日
  至　平成20年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

※　主要な費目及び金額は次のとおりであります。

従業員給与 1,811百万円

退職給付費用 8百万円

減価償却費 70百万円

地代家賃 1,023百万円

役員退職慰労引当金繰入額

役員賞与引当金繰入額

6百万円

12百万円
 

※　主要な費目及び金額は次のとおりであります。

従業員給与 1,650百万円

退職給付費用 1百万円

減価償却費 234百万円

地代家賃 1,003百万円

役員退職慰労引当金繰入額

役員賞与引当金繰入額

6百万円

18百万円
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 1,879百万円

預入期間が３か月を超える

定期預金
―

現金及び現金同等物 1,879百万円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 1,669百万円

預入期間が３か月を超える

定期預金
―

現金及び現金同等物 1,669百万円

 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末（平成21年９月30日）及び当第１四半期累計期間(自　平成21年７月１日　至　平成

21年９月30日)

１　発行済株式の種類及び総数
　

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 143,870

　

２　自己株式の種類及び株式数

　　　該当事項はありません。
　
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年９月25日
定時株主総会

普通株式 115 800平成21年６月30日 平成21年９月28日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

当第１四半期会計期間末（平成21年９月30日）

リース取引開始日が平成20年６月30日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借契約に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第１四半期会計期間末における

リース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

当第１四半期会計期間末（平成21年９月30日）

時価のある満期保有目的の債券が、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、当該有価証

券の四半期貸借対照表計上額に前事業年度末に比べて著しい変動が見られます。

区　分
四半期貸借対照表計上額

(百万円)
時価
(百万円)

差額(百万円)

(1)国債・地方債 ― ― ―

(2)社債 1,239 1,239 ―

(3)その他 ― ― ―

計 1,239 1,239 ―

（注）組込デリバティブを区分して測定することができない複合金融商品は、全体を時価評価し、

評価差額を当第１四半期累計期間の損益に計上しております。

なお、時価の算定方法は、取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。

　

(デリバティブ取引関係)

当第１四半期会計期間末（平成21年９月30日）

デリバティブ取引については、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められるものがないため、

記載しておりません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

ストック・オプションについては、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められるものがない

ため、記載しておりません。

　

(持分法損益等)

当第１四半期会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第１四半期会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末
(平成21年６月30日)

　 　

１株当たり純資産 92,044.70円
　

１株当たり純資産 91,507.45円
　

　

　２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
前第１四半期累計期間
（自　平成20年７月１日
　　至　平成20年９月30日）

当第１四半期累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 1,600.11円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、希薄化効果を有している潜在株式が存在し
ないため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益 1,341.30円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、希薄化効果を有している潜在株式が存在し
ないため記載しておりません。
　

(注)１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年７月１日 
  至　平成21年９月30日)

四半期純利益(百万円) 230 192

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 230 192

期中平均株式数(千株) 143 143

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前事業年度末から重要な変動がある
場合の概要

― ―

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】
該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月14日

株式会社三光マーケティングフーズ

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　関　　谷　　靖　　夫　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　久 保 澤　　和　　彦　　㊞
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社三光マーケティングフーズの平成20年７月１日から平成21年６月30日までの第33期事業年度の第１四半

期累計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照

表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三光マーケティングフーズの平成20年９

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月13日

株式会社三光マーケティングフーズ

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　関　　谷　　靖　　夫　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　神　　山　　宗　　武　　㊞
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社三光マーケティングフーズの平成21年７月１日から平成22年６月30日までの第34期事業年度の第１四半

期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び第１四半期累計期間(平成21年７月１日か

ら平成21年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三光マーケティングフーズの平成21年９月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社　三光マーケティングフーズ(E03404)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)ライツプランの内容
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第１四半期累計期間

	(3)四半期キャッシュ・フロー計算書
	四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	簡便な会計処理
	四半期財務諸表の作成に特有の会計処理
	注記事項


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

